
１.基本情報

※令和6年5⽉1⽇時点

２.事業概要

３.本事業で新たに設置等を⾏う組織

農学関係 ⼯学関係 保健衛⽣学関係 - - -

新設予定
新設予定
78 名
70 名他学部等の⼊学定員の減少数

設置等組織の学位分野
当該学部等の所在地 静岡県静岡市

⼊学定員
収容定員

⼊学定員の増加数

認可申請・届出の別 認可申請
改組内容 学部の新設

設置等組織名 ⾷総合科学部　⾷品環境科学科　栄養科学科

学部学科
組織構成

薬学部（薬科学科、薬学科）、⾷品栄養科学部（⾷品⽣命科学科、栄養⽣命科学科、環境
⽣命科学科）、国際関係学部（国際関係学科、国際⾔語⽂化学科）、経営情報科学部
（経営情報学科）、看護学部（看護学科）

事業計画名 静岡県⽴⼤学⾷総合科学部設置計画

　　「⾷」を取り巻く環境は、⼤きな転換期を迎えている。持続可能な⾷料供給と地球環境保全の両⽴が求められるなか、脱炭
素化や環境負荷の軽減を考慮した「⾷」システムの構築、持続可能な消費の拡⼤、栄養政策の強化が不可⽋である。こうした
社会ニーズを受け、本事業では既存の⾷品栄養科学部を、新たな「⾷」の学部へと転換する。新学部では、「⾷」と気候変動、
循環型社会の関係を深く理解し、持続可能な新たな「⾷」システムの構築に貢献できる⼈材を育成する。加えて、データ・AIを駆
使し、⾰新的な⾷品開発や先端技術の創出を実現できる⼈材を育成する。また、管理栄養⼠養成施設として、持続可能な
「⾷」の在り⽅を理解し、データ・AIを基盤に、疫学・臨床データを活⽤して栄養政策の⽴案・普及啓発・実践に貢献できる⾼度
専⾨職⼈材を育成する。これにより、理系的思考で「⾷」を総合的に捉え、循環型社会や健康⻑寿を⽀える「⾷」環境の構築
を牽引する⼈材を輩出する。

改組予定年度 令和11年度

⼤学全体の総収容定員 2,670 名
学校種 ⼤学 都道府県 静岡

令和７年度⼤学・⾼専機能強化⽀援事業
（⽀援１︓学部再編等による特定成⻑分野への転換等に係る⽀援）

事業概要
令和7年2⽉申請時点

⼤学名 静岡県⽴⼤学 設置区分 公⽴



基本情報

改組予
定年度

令和11年度 設置等組織名 食総合科学部 食品環境科学科 栄養科学科
入学定員増数
（合計数）

78名

所在地 静岡県静岡市 改組内容 学部の新設
入学定員減数
（合計数）

70名

事業計画名 静岡県立大学食総合科学部設置計画

令和6年度 ○○大学
支援１ 学部再編等による特定成長分野への転換等の構想について

令和7年度 静岡県立大学

社会的ニーズと次世代に求められる⾷
⾼品質・⾼付加価値の⾷品の考案
安⼼・安全な⾷品の提供

脱炭素化や環境負荷軽減を視野に⼊れた
⾷システムの構築
持続可能な消費の拡⼤、⾷環境づくり

地球環境の維持や健康⻑寿を
⾷から実現

これまでの⾷

これからの⾷

学びの特徴

「⾷」を総合的に捉え、⾷
を基盤に将来の循環型社会
や健康⻑寿の⾷環境づくり
への道筋を牽引することが
できる⾼度専⾨⼈材

多様な⼊学者の確保 ⼀般選抜試験・推薦型選抜試験・特別枠推薦型選抜試験

未来の⾷を創造する⼒
新しい⾷環境を構築する⼒
データ・AIを使う⼒
⽅策を⽴案する⼒

⾷
品
環
境
科
学
科

健康社会を構築する⼒

栄
養
科
学
科

「持続可能な⾷システムと地域・地球環境の両⽴」という
社会ニーズを背景に「⾷」を学ぶ 家政から農学ｘ⼯学/農学ｘ保健衛⽣学へ

特徴 ・広い⾷の学びが可能（他コースの履修による） ・⼊学後のコース選択が可能
・実社会での⾷を体験する講義、実習 ・⾷に関するデータ/AI技術の修得

養成される能⼒

育成される⼈材

教育連携

他⼤学との
連携講義

静岡県研究
機関講義・

実習

⺠間企業

静岡県
静岡市




